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平成 25年度  

社会福祉法人箱根町社会福祉協議会 事業報告書 

 

 

1．法人運営事業 

 

理事会、評議員会、監事会において、適正な法人運営を行うとともに、温かいご理解・ご協

力により、町内各世帯、企業・事業所等の皆さま方が会員加入してくださいました。 

 

(1) 理事会 

① 第 1回 

日 時 平成 25年 5月 24日（金） 10：00 ～ 11：15 

場 所 箱根町社会福祉協議会役員室 

対 象 理事 10名 

出席者 理事 9名、監事 2名、事務局 4名  計 15名 

内 容 第 1号議案 平成 24 年度事業報告並びに決算報告について 

第 2号議案 補欠評議員の選任について 

第 3号議案 ボランティアセンター運営委員会委員の委嘱について 

② 第 2回 

日 時 平成 25年 8月 27日（火） 10：00 ～ 10：10 

場 所 箱根町社会福祉協議会役員室 

対 象 理事 10名 

出席者 理事 1名（意見書提出 8名）、事務局 3名 計 4名 

内 容 第 1号議案 社会福祉協議会顕彰規定に基づく顕彰者の決定について 

③ 第 3回 

日 時 平成 25年 12月 24日（火） 10：00 ～ 10：10 

場 所 箱根町社会福祉協議会役員室 

対 象 理事 10名 

出席者 理事 1人（意見書提出 7人）、事務局 2名  計 3名 

内 容 第１号議案 「はこね社協サービスセンター訪問介護事業所運営規程」の 

一部改正について 

第２号議案 「はこね社協サービスセンター介護予防訪問介護事業所運 

営規程」の一部改正について 

第３号議案 補欠評議員の選任について 

④第 4回 

日 時 平成 26年 3月 25日（火） 10：00 ～11：45 
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場 所 箱根町社会福祉協議会役員室 

対 象 理事 10名 

出席者 理事 8人（意見書提出 1名）、事務局 3名  計 11名 

内 容 第 1号議案 専決処分の承認を求めることについて 

【平成 25年度補正予算（専決第 1号・第 2号・第 3号）】 

第 2号議案 箱根町社会福祉協議会就業規程の一部改正について 

第 3号議案 箱根町社会福祉協議会事務局置規程の一部改正について 

第 4 号議案 「はこね社協サービスセンター居宅介護支援事業所運営規

程」の一部改正について 

第 5号議案 箱根町社会福祉協議会非常勤就業規程の一部改正につい 

                    て 

第 6号議案 平成 26年度事業計画（案）並びに予算（案） 

第 7号議案 任期満了に伴う評議員の選任について 

第 8号議案 任期満了に伴うﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ運営委員会委員の選任につ    

        いて 

 

(2) 評議員会 

①第 1回 

日 時 平成 25年 5月 24日（金） 13：30 ～ 14：15 

場 所 箱根町社会福祉協議会会議室 

対 象 評議員 24名 

出席者 評議員 16名、会長、監事 1名、事務局 4名  計 22名 

内 容 第 1号議案 平成 24 年度事業報告並びに決算報告について 

第 2号議案 補欠役員の選任について 

②第 2回 

日 時 平成 26年 3月 25日（火） 14：00 ～15：25 

場 所 箱根町社会福祉協議会会議室 

対 象 評議員 24名 

出席者 評議員 14名、会長、事務局 3名 計 18名 

内 容 第 1号議案 専決処分の承認を求めることについて 

【平成 25年度補正予算（専決第 1号・第 2号・第 3号）】 

第 2号議案 箱根町社会福祉協議会就業規程の一部改正について 

第 3号議案 箱根町社会福祉協議会事務局置規程の一部改正について 

第 4号議案 「はこね社協サービスセンター居宅介護支援事業所運営規 

程」の一部改正について 

第5号議案 箱根町社会福祉協議会非常勤就業規程の一部改正につい 

第 6号議案 平成 26年度事業計画（案）並びに予算（案） 

第７号議案 任期満了に伴う役員の選任について 
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(3) 監事会 

①第 1回 

日 時 平成 25年 5月 13日（月） 9：30 ～ 12：00 

場 所 箱根町社会福祉協議会 役員室 

対 象 監事２名 

出席者 監事 2名、会長、事務局 2名 計 5 名 

内 容 平成 24年事業報告及び平成 24年決算報告について 

(4) 会員募集 

日 時 随時 

対 象 住民一般、法人（個人・世帯、団体・企業）等 

【一般会費】 3,766口   1,354,700円  （対前年度比   97,700円） 

【賛助会費】    69口    681,000円  （対前年度比   110,000円） 

【合   計】  3,835口   2,035,700円   （対前年度比   207,700円） 

 

2．企画・広報事業   

  

(1) 機関誌発行事業 

    

(2) ホームページ運営事業 

社会福祉協議会の実施事業や福祉に関する情報提供を行いました。現在、ホームペー

ジリニューアル中です。5月中には公開予定です。 

 福祉情報の発信と福祉意

識の啓発を図るため、広報紙

「社協はこね」を年 3回発行

しました。 
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   URL:http://www.hakone-shakyo.jimusho.jp 

 

(3) 社会福祉大会事業 

    社会福祉に尽力された方の功績を讃え、併せて福祉の啓発・普及を図るため、社会福

祉功労者顕彰式典を開催し、表彰状、感謝状及び記念品を贈呈しました。また、今年度

より箱根町の実施する「健康福祉フェスティバル」との共同開催をすることにより、健康

（町）と福祉（社協）の同調をアピールしました。 

    

日 時 平成 25年 9月 26日（木）13：00 ～ 14：40 

場 所 箱根町総合保健福祉センター さくら館 

顕彰者 2名（身障団体 1名、福祉施設職員 1名） 

出席者 約 100名 

    

3．連絡・調整事業 

行政、福祉関係団体・機関等との連絡調整、情報交換等を必要に応じて実施しました。 

 

4．助成事業 

自主運営が困難な福祉関係団体等に対し、当該団体の自立に向けての本会職員によ

る事務等の支援を行いました。また従来より実施してきました「福祉用具貸出事業」を引続

き行いました。 

 

5．部会・委員会事業 

協議・調整事項がなかったことから開催されませんでした。 

 

 

http://www.hakone-shakyo.jimusho.jp/
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6．福祉総合相談事業 

多様化する福祉問題に幅広く専門的に対応するため、社会福祉士、介護支援専門員、

介護福祉士等の国家資格を有する相談員が常駐し、問題解決の支援を行いました。 

 

(1) 福祉総合相談事業 

日 時 随時 

場 所 事務局窓口 他 

対 象 住民一般 

内 容 社会福祉士、介護福祉士、ケアマネジャー等の専門家を相談員とする福 

祉に関わる総合相談窓口を開設。 

（相談内訳） 

① ボランティア相談（16件）（前年度比 2件増） 

（雪かき 11件 他 5件） 

② 在宅介護相談（4件）（前年度比 3件増） 

③ 資金貸付相談（186件）（前年度比 55件減） 

            ④ 権利擁護に関する相談（202件）（前年度比 21件増） 

            ⑤ その他（3件） 

                                   計 411件（前年度比 36件減） 

 

7．ボランティアセンター活動事業 

ボランティアの発掘及び育成とボランティア活動の振興を図るため、体験型の講座・体

験教室などを実施したほか、町健康福祉課からの依頼で町内のホテルで福祉教育をおこ

なった。また、各種ボランティア相談や活動の調整、活動を展開しているボランティアグル

ープには助成を行なうとともに箱根町ボランティア連絡協議会の事務局を担い、ボランティ

アセンター機能の充実とボランティア活動の振興を図りました。 

 

(１)出前体験事業   

   ① 車イス体験 

    日 時 平成 25年 6月 26日（水）13：30 ～ 15：30 

    場 所 箱根中学校 

    参加者 76名 

   ② 車イス介助、視覚・聴覚障がい者への対応方法について 

    日 時 平成 25年 11月 7日（木）11：00 ～ 12：30 

    場 所 箱根高原ホテル研修室 

    参加者 20名 

   ③ 点字体験、視覚障がい者誘導体験 

    日 時 平成 25年 11月 1日（金）13：50 ～ 15：30 

    場 所 箱根町立仙石原小学校４年１組教室 
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    参 加 18名（４年生） 

    講 師 点字サークルはこね 

   ④手話体験 

    日 時 平成 25年 11月 13日（水）8：50 ～ 10：20 

    場 所 箱根町立仙石原小学校４年１組教室 

    参 加 18名（4年生） 

    講 師 手話サークル ドリーム 

 

(2) ボランティア情報ネットワーク事業 

インターネットによる関係機関等との情報交換・収集、ボランティアへの情報提供、ホー

ムページの運営を行いました。 

 

 (3)ボランティアグループ活動助成事業 

  本会登録のボランティアグループ 9 団体及び町ボランティア連絡協議会へ活動費の補助

を行いました。 

ボランティアグループ（9団体）    405,000円    

箱根町ボランティア連絡協議会   135,000円 

 

(4)ボランティアセンター寄付金配分事業 

ボランティアセンターに寄せられた寄託金をボランティアセンター運営委員会の配分決

定に基づき、ボランティア活動の振興団体へ配分を行ったほか、入れ歯募金の実施により

財源の拡充を図りました。 

 

① ボランティアセンター寄託金 

      寄付金    427,976円 

      愛の小箱  114,793円   

      合 計    492,769円 

② ボランティアセンター寄託金品（12件） 

      ジャガイモ、紙おむつ、車イス、ポータブルトイレ、衣類、健康機器、布 等 

※ 寄付金はボランティアセンター活動事業の各事業へ、物品は社協、町内福祉施

設、幼・保育園、学校等へ配分を行いました。 

 

 (5)ボランティアの発掘と登録の促進 

   ボランティア登録者数   153名（平成 25 年 3月 31日時点） 

   ボランティアグループ数  10団体 

 

 (6)災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 

「災害ボランティアセンター」設置場所である社会福祉協議会２階を使用し、担当町職員、
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社会福祉協議会の職員を対象に災害ボランティアセンター設置運営マニュアルを用いた

災害 VC設置運営訓練をおこなった。 

平成 24 年度に策定したマニュアルを使用して運営訓練をおこなったことで、マニュアル

の見直しと改善をおこなった。 

日 時 平成 25年 9月 3日（火）10：00 ～ 12：00 

場 所 箱根町社会福祉協議会 ２階 

      参 加 町職員 1名、社会福祉協議会職員 19名、デイサービス利用者   8名 

  

 (7)雪かきボランティア事業○新  

高齢や障がいのため、自宅の生活に必要な部分の除雪ができない方に対して、「雪かき 

ボランティア」を派遣し、積雪による生活の困りごとを解消する目的と今までボランティア活

動をしたことのない中学生以上の方に「誰でも参加できるボランティア活動」としてボランテ

ィアに興味を持つきっかけ作りや、「地域にはちょっとしたことで生活に困ってしまう方がい

る」ということに気付いてもらうことを狙った。 

 期 間 平成 26年 1月 1日～平成 26年 3月 31日 

 対象地域 箱根・元箱根・芦之湯地区 

 相談件数 12件 

 実働件数  8件 

※今回、対象外の地区からの要望は、社会福祉協議会事業して実施した。 

 

8．地域福祉推進事業 

  地区社協活動への協力を行うとともに、新たなサロン設置に向けたアプローチと既存のサ

ロン活動の充実に向けた支援を行いました。 

 

 (1)サロン活動促進事業 

   すでに発足し活動しているサロンの運営に関し、助言、保険加入等の支援を行ったほか、

活動費補助を行いました。また、新たにサロン活動を展開する地域の活動に参加し、活

動に対する支援を行ないました。 

① 湯本やまゆり会 

日 時 毎月 10日 13：30 ～ 15：30 

場 所 仲町集会所 

参 加 者 平均 8名ほど 

参 加 費 1回 100円 

助 成 金 ＠4,000×12カ月＝48,000円 

主な活動 手芸、映画鑑賞、調理、歌、町内外施設の見学など 

② 宮城野やまゆり会 

日 時 毎月第 3火曜日 



8 

 

 場 所 箱根町総合保健福祉センター2階会議室 

 参 加 者 平均 18名ほど 

 参 加 費 1回 100円 

助 成 金 ＠4,000×12カ月＝48,000円 

   主な活動 手芸、軽スポーツ、調理、歌など 

③ 畑宿おしゃべり会○新  

日    時 毎月第３金曜日 

場    所 畑宿寄木会館 

参 加 者 平均８名ほど 

参 加 費 １回１００円から昼食代程度 

社協支援 活動助言・用具の貸出 

主な活動 軽スポーツ、お茶飲み 

④ 宮ノ下おしゃべりサロン○新  

日    時 毎月第 3水曜日（冬季は休止） 

   場    所 太閤湯２階広間 

   参 加 者 平均７名ほど 

   参 加 費 無料（変更の予定あり） 

   社協支援 活動助言・提案 

 主な活動 体操、軽スポーツ、歌、ミニ講座 

⑤  はこねばらの会○新  

    開    催 年 3～4回の開催 

    場    所 宮城野温泉会館など 

    参 加 者 平均１３名ほど 

    参 加 費 年会費 1,200円と 1回あたりの昼食代（500円くらい） 

    社協支援 活動助言・提案、用具貸出 

    主な活動 軽スポーツ、食事会、バーベキュー 

⑥ 芋煮会（仙石原自治ボランティアの会まごころ主催） 

  まごころがサロン活動の足掛かりとして地域高齢者を招待した芋煮会を開催するこ

ととなり、資金補助としてサロン活動促進事業の助成金を交付しました。 

 日    時 平成 25年 10月 28日（月） 11：30 ～ 14：00 

    場    所 仙石原いこいの家 

    参 加 者 150名（自治会からの協力者含む） 

    助 成 金 50,000 円 

⑦ 山崎地域コミュニティ広場 

  今後の展開を見据え、地域の憩いの場としてのサロン活動を、自治会と民生委員



9 

 

が協力して開催しました。社協職員も参加し、活動の手伝いや開催までの助言を行

ないました。  

日    時 平成 26年 3月 8日（土） 10：00 ～ 12：00 

場    所 山崎集会所 

参 加 者 30名（自治会関係者、民生委員含む） 

   

 (2) 地区社協活動補助事業 

   町内 2か所の地区社協の活動費補助及び社協職員派遣による人的補助を行いま 

した。 

① 湯本地区社会福祉協議会「ふれあいのつどい」 

      日    時 平成 26年 3月 14日（金）10：00 ～ 14：00 

      場    所 ホテル南風荘 

      参 加 者 79 名（対象者 35名、理事・ボランティア 41名、町長、町社協 3名） 

      内    容 会食、レクリエーション（日本舞踊、コーラス等）、入浴 

      助 成 金 130,000円 

② 仙石原地区社会福祉協議会「ふれあい会食会」 

      日    時 平成 26年 3月 16日（日） 11：30 ～ 14：30 

      場    所 仙石原文化センター 

      参 加 者 180 名（対象者 101 名、来賓 10 名、地区社協役員、女性会 40 名、出演

者 25名） 

      助 成 金 120,000円 

    

(3) 交通遺児援護事業 

   対象者なしのため、具体の活動はありませんでした。 

 

9．共同募金配分金事業 

神奈川県共同募金会箱根町支会として一般（赤い羽根）募金及び年末たすけあい募 

金を実施するとともに共同募金配分金を主たる財源とする各種の福祉事業を展開しまし

た。 

 

 ○一般共同募金配分金事業 

  一般（赤い羽根）募金結果 

    目標額  1,505,989円 

    実績額  1,375,649円 

 

 (1) 高齢者福祉事業 

   ①敬老祝品贈呈 

    期  間  平成 25年 9月 7日（土）～30日（月） 
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    場  所  高齢者宅等 

    対  象    99 歳    10名 

            100歳     5名 

            101歳     2名 

            102歳     2名 

               計    19名 

 

(2) 障害者福祉事業 

   ① ２市８町車椅子ダンス広域交流事業「にこにこの会」 

    日  時  平成 25年 6月 14日（金）13:30 ～ 15:30 

    場  所  山北町中央公民館 

    対  象  2 市 8 町身体障がい者 

    参加者  障害者 96名、ボランティア・社協職員 106名 計 202名 

    当  番  真鶴町社会福祉協議会（実行委員） 

③  下郡３町身障フライングディスク大会 

    日  時  平成 25年 9月 6日（金） 

    場  所  レイクアリーナ箱根 

    対  象  下郡３町身体障がい者 

    内  容  下郡３町の親睦を目的に町対抗のフライングディスク大会を開催 

    参加者  58名（3町合同行事） 

    当  番  箱根町社会福祉協議会 

④  下郡３町身障カラオケ大会 

    日  時  平成 25年 11月 14日（木） 

    場  所  箱根町社会教育センター3階 軽スポーツ室 

    対  象  下郡３町身体障がい者 

    内  容  下郡 3 町の親睦を図るため町対抗のカラオケ大会を開催 

    参加者  69名（3 町合同行事） 

    当  番  箱根町社会福祉協議会 

   ④ 福祉講演会＆ふれあいコンサート 

     「ともしび運動」を啓発するとともに、「障害者週間」のＰＲの一環として開催し、知的障

がい者への理解を深めることを目的に福祉講演会とコンサートを開催しました。 

    日  時  平成 25年 12月 5日（木）13:30 ～ 15:30 

    場  所  箱根町総合保健福祉センターさくら館 2階  

ともしびショップ“Ｆｉｒｓｔ”（ファースト） 

    対  象  町内在住・在勤の方 

    参加者  38名 

    内  容  [第 1 部] 

講演 ともに暮らす社会～私たちのことを知ってください～ 
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            講師 ほうあんふじみのさと 木村 恭子氏 

          [第 2部] 

            ふれあいコンサート 

               出演 しらい みちよ 氏 

                   白井  幹 也 氏 

   ⑤ 障がい児ふれあいクリスマス会 

     町内に在住する 30歳以下の療育手帳所持者と町内 3小学校の 6年生児童 

    の交流クリスマス会を実施しました。 

日  時 平成 25年 12月 26日（火）10：00～15：00 

場  所 箱根町総合保健福祉センターさくら館 訓練室・調理室 

参  加 療育手帳所持者（30歳以下） 2名 

      町内在住小学生 2名 

      保護者 1名 

      養護教諭 2名 

      社会福祉協議会 3名 

内  容 小学 6年生と障がい児との交流活動（レクリエーション、調理） 

 

(3) 援護事業 

   ① 災害見舞金 

      内  容  火災、風水害等、災害に罹災世帯に見舞金を交付します 

      件  数  1件 

      交付額  町社協  0円 

県共募  10,000円 

 

(4) ボランティア活動援護事業 

   本会登録ボランティアの、活動時の事故・ケガに備えるため保険に加入したもの。 

     加入先  全国社会福祉協議会 ボランティア活動保険 

     人  数  151 名 

     金  額 ＠300 円×135名＝40,500円 

           ＠28 円×16名＝448円 

 

 ○年末たすけあい配分金事業 

  年末たすけあい募金結果 

     目標額  1,700,000円 

     実績額  1,808,663円 

     配分額    250,000円 

     留保金  1,558,663円（翌年度配分金） 
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(５) 年末慰問金配布事業 

     内  容  共同募金運動の年末たすけあい募金に寄せられた募金を、年末に町内 

           の要援護世帯等に年末慰問金として配分しました。 

     対象者  50人 

     交付額  250,000円 

 

10．地域包括支援センター事業 

町からの受託事業として保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの 3 職種（各 1 名、

計 3名）により、地域包括支援センターを運営しました。 

 

 

Ⅰ 総合相談 

(1) 総合相談支援 

高齢者の日常生活や保健・医療・福祉に関することなど、総合的な相談窓口として

開設し、電話や訪問、来所などによる相談対応にあたり、各地区で行われる心配ごと

相談等にも参加し情報収集に努めました。 

 

  【相談内容・件数】             

 

 

 

 

 

 

 

(2) センターの周知活動 

パンフレットの回覧及び関連機関への設置や、健康福祉フェスティバルや敬老会、

スポーツ大会などを通じての事業紹介を実施するとともに、社会福祉協議会広報誌へ

情報を掲載しました。また、当センターの主催による住民を対象とした講習会や料理

教室なども開催し周知を図りました。 

 

(3) 社会資源の実態把握・ネットワーク構築 

課題を抱えた高齢者が、様々な社会資源をより効率的に活用できるよう、圏域にお

ける社会資源調査を実施し、高齢者への支援体制を把握しました。さらに調査の結果

は新事業として「お年よりの便利帖（冊子）」にまとめ、住民へ全戸配付したほか、講習

会や地域交流時にも継続的に紹介しました。 

    また、社会資源・ネットワーク一覧についても内容を精査し、「平成２５年度社会資源・

ネットワーク一覧」として高齢者を支える関係機関に配布しています。 

介護に関すること 177件 

権利擁護に関すること 45件 

ケアマネジメント支援に関すること 28件 

その他 100件 

合 計 350件 
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Ⅱ 権利擁護 

(1) 高齢者虐待の防止・早期発見 

   ・対応件数  3 件 

虐待の相談機関として広報誌などを通して地域住民への周知を行ったほか、日頃

から箱根町・関連機関・団体と連携を図ることでの虐待の早期発見に努めました。 

 

(2) 成年後見制度利用支援・日常生活自立支援制度 

・成年後見制度 対応件数 6件 （うち町長申立要請 6件） 

判断能力の低下により権利侵害に至る恐れのある高齢者に対し、制度の紹介や、

町長申立てに伴う要請書の作成、親族との連絡調整や診断書作成のための受診同

行など、成年後見制度の利用支援を行いました。 

    ・日常生活自立支援事業 対応件数 6件 

     判断能力に不安があり適切な判断が行えない高齢者に対し、本人の意思決定を尊

重した適切な福祉サービスの利用手続きや金銭管理を行えるように社会福祉協議会

と連携し、日常生活自立支援事業の利用支援を行いました。 

  

(3) 認知症高齢者等への対応 

 認知症高齢者、特に独居生活者の場合は複数の課題を重複して抱えている場合が

多く、解決に至るまでには長期間を要し、継続的に支援が必要なこともありますが、必

要に応じて民生委員や福祉機関、医療機関、行政などと連携をしながら支援を行いま

した。 

さらに、認知症に関する知識と理解を深めることを目的に、講習会を開催しました。 

 

【認知症サポーター養成講座】 

開催日時 対象 参加者数 

11月 7日  

11：30～12：30 
仙石原高原ホテル職員等 21人 

11月 20日  

13：30～14：30 
福寿会会員 10人 

 

(4) 行政書士による高齢者無料相談会○新  

    町内在住の高齢者やその家族を対象に「成年後見」「遺言」「相続」等 

   に関連した悩みについて、専門家に無料で相談できる機会の提供として、一般社団法

人コスモス成年後見サポートセンター神奈川県支部小田原西地区と共催で無料相談

会を実施しました。 
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 開催日 場 所 参加者数 

11月 29日 仙石原文化センター 4人 

12月 9日 やまなみ荘 1人 

2月 3日 役場本庁舎 2人 

3月 10日 元箱根集会所  2人 

 

 

Ⅲ 介護予防ケアマネジメント 

(1) 地域支援事業における介護予防ケアマネジメントの実施 

二次予防事業対象者に対してアセスメントを実施し、本人の同意が得られれば継

続した介護予防ケアマネジメントにより、箱根町が行う運動教室や口腔ケア教室への

参加促しや、必要な助言を行うなど介護予防に努めました。 

 

 

 

(2) 予防給付に関する介護予防ケアマネジメントの実施 

 介護保険における要支援認定者に対してアセスメントを実施し、必要に応じて介護

予防ケアマネジメントを行い、介護予防サービス（介護保険）の利用や民生委員による

見守り、地域のサロン活動への参加など、様々な社会資源の活用や、助言等により介

護予防に努めました。 

 

【平成 25年度 介護予防サービス延べ利用者数】（） 

要支援 1 310人 合   計 907人 

要支援 2 597人 月平均人数 75.6人 

 

【平成 23～25年度 要支援認定者数推移】 

 H23年度 H24年度 H25年度 

要支援 1 72人 56人 6７人 

要支援 2 80人 82人 73人 

 

 

 

二次予防事業対象者 介護予防事業参加者 

43人 21人 
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(3) 介護予防の普及・啓発 

 日常的な相談において介護予防に関する助言等を行ったほか、地域住民を対象と

した介護予防講習会、介護予防料理教室の開催を通して介護予防の普及・啓発に取

り組みました。また今年度新たな事業として、介護予防を目的とした理学療法士・言語

聴覚士による運動に特化した介護予防教室を実施し、既存の在宅サービスへのつな

ぎや、地域に不足する運動に関した専門的助言・指導のための活用、社会資源の確

保に努めました。 

 

【介護予防講習会概要】 

開催日 場 所 内  容 参加者数 

11月 13日 
社会教育 

センター 

テーマ  

「地域資源の活用について」 

・地域包括支援センターの紹介 

・お年よりの便利帖の活用方法         

12人 

１1月 22日 さくら館 

テーマ 

「楽しく分かる終活講座」 

・どうなる年金 

・認知症になったら 

・どうする相続 

・遺言書とエンディングノート 

・相続で予定されている法改正 

22人 

3月７日 
社会教育 

センター 

テーマ 

「楽しく分かる終活講座」 

・どうなる年金 

・認知症になったら 

・どうする相続 

・遺言書とエンディングノート 

・葬儀とお墓について 

・相続で予定されている法改正 

12人 

 

【介護予防料理教室概要】 

開催日 場 所 内  容 参加者数 

6月 28日 さくら館 
・調理実習 

・会食および交流 

・救命救急指導（AED） 

・三角巾による応急処置法 

・１１９番のかけ方 

7人 

10月 11日 さくら館 9人 
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2月 21日 さくら館 

・災害、緊急時の基礎知識 

 

 

7人 

   

【介護予防運動教室概要】 

開催日 場 所 内  容 参加者数 

毎月 

第三木曜日 
社会福祉協議会 健口貯筋教室 38人 

 

 

Ⅳ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業（ケアマネジャーへの支援） 

(1) ケアマネジャーのネットワーク構築、日常的個別指導・相談 

 ケアマネジャーからの日常的な相談に応じるほか、新たな資源の紹介としてアコ

モケアサービスの複合型施設の見学会を実施するなど、ケアマネジャーの資質向

上に向けた支援を行いました。 

(2) 支援困難事例等への側面支援 

 支援困難事例を抱えるケアマネジャーに対して、具体的な支援策を検討し助言

等の支援を行いました。今年度は同行訪問を積極的に行うなど、事例に対しての

支援を行うとともに、事例を通じてネットワークの構築、ケアマネジャーの実践力向

上に向けたサポートを行いました。 

 

Ⅴ その他 

○箱根中学校 3年生を対象とした福祉教育 

開催日 場 所 内  容 参加者数 

6月 26日 箱根中学校 車いすの使い方について 2 クラス 

 

○職員のスキルアップ 

 地域包括支援センターの業務に必要な知識や技術の習得を目的とした各連絡会や

研修会へ参加しました。 

・県主催処遇困難事例検討会 

・1市 3町地域包括支援センター連絡会議 

・キャラバンメイト（認知症サポーター）養成研修 

・地域包括支援センター現任（新任）職員研修会 
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・社会福祉士実習指導者講習 

・地域包括ケア関連研修    等 

 

11．日常生活自立支援事業 

意志決定能力の低下した方や自立生活を送る上で支援を要する方等に対し、日常生

活自立支援事業を中心に福祉サービスの利用援助を行いました。 

 

    利用者数 16名（平成 26年 3月末日現在）（前年度比 2名増） 

    平成 25年度新規契約件数             7件（前年度比 3件増） 

    終了件数                           6件（前年度比 2件増） 

    従事者 専門員                     2名（前年度比±0） 

    生活支援員                         １名（前年度比±0） 

    専門員等訪問調査活動              21回（前年度比 14回増） 

    契約後の専門員・生活支援員訪問回数 404回（前年度比 64回増） 

 

   ①福祉サービスの利用援助及び日常的金銭管理サービス 

    要支援者（軽度認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者、身体障がい者等 

で判断能力が不十分な方）の申請に基づき、介護保険制度などの福祉サービス 

利用手続きや日常的金銭管理を支援します 

   ②書類預かりサービス 

    各種証書、通帳、印章などの書類等を金融機関の貸金庫にてお預かりします 

 

   ③契約締結審査会（全 4回） 

    実施状況報告、サービス利用者の契約締結能力審査及び援助への助言を受ける 

    ことを目的として、年４回開催するもの 

    時 期  平成 25 年 5月 20日 

                  8月 19日 

                 11月 18日 

          平成 26 年 2月 17日 

    場 所  箱根町社会福祉協議会 役員室 

    出席者  審査委員 6名 （延 20名出席） 

          選出母体（弁護士、小田原医師会、県精神保健福祉士協会、 

町人権擁護委員会、町民生委員児童委員協議会、 

箱根町） 
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12．居宅介護支援事業（ケアマネジャー） 

 (1) 居宅介護支援事業 

    はこね社協サービスセンター居宅介護支援事業所として介護保険法に基づく居宅介

護支援事業をケアマネジャー3 名及び主任介護支援専門員 1 名（常勤兼務）により行い

ました。 

 

【月別利用者推移】    （単位：人） 

月 利用者数 前年度 

4月 87 68 

5月 89 72 

6月 87 69 

7月 93 72 

8月 94 75 

9月 92 74 

10月 95 74 

11月 90 74 

12月 88 84 

1月 85 85 

2月 83  86 

3月 82 92 

合 計 1065  925 

 

【要介護度別担当件数】  （単位：人） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 認定調査等 

    要介護認定申請を受けて実施される要介護認定調査について、箱根町をはじめ多数 

   の市区町村から依頼があり、本会ケアマネジャーにより調査を受託実施しました。また、   

   利用者のプランに応じ住宅改修の意見書等、付随する各種支援を行いました。 

   

 

区分 利用者数 前年度 

要介護１ 367 302 

要介護２ 292 254 

要介護３ 152 150 

要介護４ 161 128 

要介護５ 93 91 

合 計 1065 925 
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【認定調査受託市区町村】 

   小田原市、茅ヶ崎市、二宮町、綾瀬市、大田区、千代田区、目黒区、練馬区、中央区、

渋谷区、府中市、日野市、大島町、名古屋市昭和区、三島市、長泉町、川崎市多摩区、

倉敷市、昭和村、相模原市、十日町市、佐賀県、緑区、磯子区、泉区、旭区、幸区、保

土ヶ谷区、金沢区、焼津市         計 44 件（186,800円） 

 

(3) おむつ配布手数料 

自宅で要介護 4 以上の認定を受けている方を介護している家族で住民税非課税世

帯にケアマネジャーが配布する手数料収入（町事業） 

 37,700円（@1,300円×29回） 

【居宅介護支援の収支状況】 

・収入合計 16,862,824 円 

・支出合計 16,398,765 円（法人への繰出し 1,045,388円、基金積立 986,000円含む） 

 差  引   464,059 円 

 

13．居宅介護等事業 

 (1) 訪問介護事業（ヘルパー派遣） 

   はこね社協サービスセンター訪問介護事業所として介護保険法に基づく訪問介護及び

介護予防訪問介護を管理者 1名、サービス提供責任者 2名のもと非常勤 4名のホーム

ヘルパーにより行いました。（平成 26年 3月 31日現在） 

 

  【訪問介護のサービス提供時間数】                  （単位：時間） 

月 身体 
身体生

活 
生活 

介護予

防 
月次合計 

対前年度

比 

4月 118.00 36.50 133.00 75.00 362.25 86.25 

5月 140.50 31.00 151.00 51.00 373.50 92.25 

6月 150.00 140.00 140.00 42.00 363.00 103.25 

7月 142.00 144.00 144.00 66.00 393.00 88.75 

8月 155.00 127.00 127.00 73.00 395.50 53.00 

9月 134.00 121.00 121.00 57.00 345.50 88.00 

10月 170.00 124.00 124.00 68.00 405.00 91.75 

11月 152.00 106.00 106.00 71.50 373.00 ▲18.25 

12月 147.00 100.00 100.00 77.00 370.00 100.00 

1月 111.00 91.00 91.00 76.00 316.50 47.00 

2月 99.00 93.50 93.50 77.00 299.50 12.25 

3月 110.50 93.50 93.50 94.00 326.00 4.75 

合計 1,629.00 442.50 1,424.00 827.5 4,323.00  
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【訪問介護の収支状況】 

  ・収入合計    14,900,506円 

  ・支出合計    12,338,380円（うち人件費 10,746,653円）（基金積立 213,863円含む） 

  ●差  引    2,562,126円 

 

 

 (2) 居宅介護事業（障害者宅へのヘルパー派遣） 

   はこね社協サービスセンター居宅介護事業所として自立支援法に基づく居宅介護を管

理者 1名、サービス提供責任者 2名のもと非常勤 4名のホームヘルパーによ 

  り行いました。（平成 26年 3月 31日現在）  

 

【提供時間】 （単位：時間） 

 

 

【障害居宅介護の収支状況】 

  ・収入合計  2,072,126円 

  ・支出合計  1,788,671円（うち人件費 951,688円） 

  ●差  引  283,455円 

 

 (3) 通所介護事業（デイサービス） 

介護保険法に基づく通所介護及び介護予防通所介護サービスを、定員 10名に対し、

管理者 1 名・生活相談員兼介護職員 1 名・機能訓練指導員兼介護職員 2 名（非常勤）

の職員により行いました。（平成 26年 3月 31日現在） 

 

月 障害 対前年度比 

 4

月 
68.5 ▲18.5 

5月 68.0 ▲22.0 

6月 57.0 ▲23.0 

7月 75.5 4.5 

8月 80.0 1.5 

9月 67.0 11 

10月 74.0 6.5 

11月 70.0 5 

12月 63.5 11.5 

1月 66.5 1.5 

2月 62.0 ▲11 

3月 73.0 17 

合計 825.0 ▲16.0 
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【通所介護事業売上金推移】 

  （単位：円） 

  介護報酬 利用者負担金 合計 

4月 1,201,378 121,520 1,322,898 

5月 1,153,876 118,981 1,272,857 

6月 983,849 105,081 1,088,930 

7月 1,245,718 135,902 1,381,620 

8月 1,280,799 139,799 1,420,598 

9月 1,260,175 137,507 1,397,682 

10月 1,384,895 151,367 1,536,262 

11月 1,326,075 144,826 1,470,901 

12月 1,252,041 136,716 1,388,757 

1月 1,231,015 130,934 1,361,949 

2月 1,107,360 118,056 1,225,416 

3月 1,382,368 148,612 1,530,980 

計 14,809,549 1,589,301 16,398,850 

 

【要介護度別延べ利用人数推移】(要支援 1～要介護 5)      （単位：人） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

支１ 12 17 21 20 21 23 24 21 21 17 13 9 219 

支２ 32 35 18 33 30 16 19 18 16 15 15 32 279 

介１ 68 69 49 72 79 84 97 103 61 52 41 55 830 

介２ 34 33 41 46 50 30 24 23 53 52 43 55 484 

介３ 2 0 0 0 0 15 18 15 12 22 17 20 121 

介４ 10 11 6 7 7 6 7 5 5 4 6 7 81 

介５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月毎 

合計数 
158 165 135 178 187 174 189 185 168 162 135 178 2014 

・利用者数       2,014人（前年度 1,666 人） 

・開所日数       251日（前年度 251日） 

・日平均利用者数   8 人（全年度 6.6人） 

 

【通所介護の収支状況】 

  ・収入合計 17,901,124円 

  ・支出合計 17,644,545 円（うち人件費 11,755,437 円）（法人への繰出し 1,469,380 円、

基金積立 717,000円含む） 

  ●差  引  256,579 円 
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（１）福祉用具貸出事業 

   日  時  随時 

   対象者  町内在住者 

   内  容  本会所有の福祉用具の無料レンタルサービス 

   貸出数  27件  内訳   車椅子       23件 

                     ポータブルトイレ  4件 

 

14．資金貸付事業 

 (1)生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

   期   間  随時 

   対   象  町内在住者 

   貸付件数  2件（生活福祉資金 2件） 

   貸付金額  40,000円 

   借受人数  緊急小口資金 2名  （平成 25年 3月末現在） 

 

 (2)たすけあい資金貸付事業 

   期   間  随時 

   対   象  町内在住 6 ヶ月以上で他に援助が受けられず、民生委員が認めた 

世帯 

   貸付件数  19件 

   貸付金額  490,289円 

   償還指導  個別対応 

 

15．基金運営事業 

(1) 社会福祉基金の積立て 

介護保険事業における収益、寄付金及び預金利息の一部を、新たに社会福祉基金とし 

て積み立てることができました。 

     新規積立額 2,926,863 円 

(2)社会福祉基金現在高 

 15,918,466円 （前年度末 12,991,603円） 

 


